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技術報告編

管理業務を とお した渉成園の 保全 と復元

The　Preservation　and　Restoration　of　Garden−landscape　in　a　Cultural　Property　through 　its　Maintenance
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1．　 は じめ に

　 史蹟名勝など文化財 に指 定され た庭園の 保全 にお い て 、年々

の 管理業務は少なか らず重要な位置づ けにあるとい える。地形や

石 、石 造 美術品の 現状変更はまずありえなくとも、植栽 の 状況 は管

理 次第で 短期の うちに 変化し、それ が長期 にわたると庭園の景観

にも大きく影響を及ぼ すことはい うまでもない。またひ とたび何らか

の 理 由で庭園の 荒廃期間がで き、その 間に景観の まとまりが失 わ

れ たような場合、どの ような景観を取 り戻 すべ きであるか の 判断は

容易で は ない。建 築物 とは異 なり、指図 による寸法通りの 再建がた

ちまち可能とはい えない 庭園景観の 保全 や復 元 は、生き物材料を

含め庭園環境の 微妙なバ ランス に、たゆまぬ 働きかけの 年月の 積

み 重ね によっ て はじめて可能となる。その 間、終始
一
貫した庭園の

イメージを抱きつ づ けて 管理 にあたるには、信頼にたる視覚史料

や文献史料にもとつ く景観像の 獲得が必 要である。また、例え ば周

囲の ビル の 高層化が思わぬ景観破壊を引き起こすなど、昨今の 文

化財庭園を取り巻く環境も厳 しい もの があり、この ような新しく引起こ

された事態にも、で きうる限 り対処してゆく必 要がある。

　今回は、昭和 47（1967）年より約 30年間にわたり管理にあたっ て

きた国の 史蹟名勝庭園に お ける管理業務をとお した景観の 保全お

よび 復元の 取り組み につ い て報告す る。以 下に（1）庭園の景観像の

模索、（2）管理方針の 決定の それぞれ につ い て事例を示 しつ っ 述

べ てゆきたい。

2 ．本論

〔1）庭園の 景観像の 探求

（i）庭園 の 概要
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（日 本庭園史体系 の実測 図 に加筆）
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一1　 渉成園平面図
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渉成園は、東本願 寺の 別邸として通称 「徽 邸」の 名で 知られ

る。京都市下京区、東本願寺の 東方 20〔  に位置し、面積は約

35
，200  （約 10，600坪）。 徳川家康か ら寄進され た地 に現在の 東本

願寺が分派した後、寛永 18（1641）年にその東方の 地が徳川家光よ

り重ねて 寄進され鵡 ここを当時の 門主宣如上人が隠棲の地として

整備したの が 渉成園の 始 まりとされる。以後、歴 代門主が移 り住ん

だ 。 昭 和 11年 12月 に敷地全体が国の 史蹟名勝に指定され た。

（li）渉成園の 変遷

庭園は江戸初期の 変則的な 回遊式庭困で 、池 に島を浮か べ 、書

院か らの 雄大な景色を楽しむもの で 、 全体の 規模や 地割などが基

本的に今 日の 姿と同じで あっ たことが昭和 27年以降の 森蘊、村岡

正ほかの 庭園研 究により解明されてい る。今 日の 姿と決定的に異な

るの は、現在 「北大島」と呼ばれる部分が 当初は 地続きの 出島の 形

をとっ a ・たこと、安永 9（1780）年刊 の 『都名所図 会』で 「小堀遠ll［・1

の 好み なり」と紹介され る臨池殿の部分が、明治の 改修で 適翠 軒・

臨池亭の 二亭の かた ちで整備され、臨池殿の 築地 塀の あっ たあた

りに印月池へ 注ぎ込 む鑓水が新たに造られ たことぐらい であるとさ

れる。建物や庭園に は 宣如上人の意向や好み が反映され た とみら

れるが、ここで上人を助けて構想にあた っ たの は江戸初期の 文人と

して 名高い石 川丈山と伝えられる。その 後、渉成園は創設以来約

350 年 度重なる火災 にもよく耐 え、その 基本的な構成に 大きな変更

を加 えることなくよく守られ て きた。

（血）庭園の 管理状態の 変遷

さて創設以 来、渉成園の庭園部分がさして大きな変更もなく大切

に受け継がれて きたことは先に述べ たとおりであるが、管理状態が

どの ようなもの であっ たか につ い て は、普請の 記録が豊富に 残され

る建築物とは異なり、記 録に乏しい
。 見聞記や 絵図などの 表 現か ら

推測するしかな い。

  『渉成園古絵図衝立』…江 戸 初期

鑑 定に より江戸初期すなわち創設当時の 様子をか なり写 実的に

示す とされ る『渉成園古絵図衝立』には、池を取り巻くようにマ ツ が

配され、現在と比べ て 各段に樹木の 少ない 庭園の 様子が描き込ま

れ てい る。現在はム クノキ・クス ノキ・アラカシな どが 15m以上 に生

育して威容 を誇 っ てい る南大 島も元来は松 島で あ っ たようで ある。

また池の 中に浮か ぶ小 島「松の 島」に は 現在マ ツ は ない が、古絵図

にはやは り美しい マ ツの 姿が見られる。さらに、印月池東側及び南

側の 敷地境界との 間は元来はマ ツの 植込 みで あっ たの が、現在は

15m 以上 の 広葉樹が繁茂して 内と外を区切っ η ・る。か つ て はマ

ツの 枝越しに東 山を借景として取り込ん で い たもの で ある。また今

日マ ツ が多く見られる傍花閣南側にも当初より数多く植えられてい

たことがわかる。傍花閣は現在の 姿と変わ りなく周 りにはサクラが配

され て い た ことが わか るし、紫藤岸の 藤棚も現在の 位置 にあっ た。

  『都名 所図会 』…安永 9（1780）年

　時代を下 っ て『都 名所 図会』の 挿絵を見ると、ここ にも依然すっ き

りと手入れ の行き届い たマ ツ の 点在する庭園の 様子 を見てとること

が できる。全体の 庭園の 趣は『渉成園 古絵図衝立』と相通 ずるもの

が ある。しか し、ここで は 広葉樹の 描き方 にもか な りの 力点が 置か

れ て お り、この 点が『…古絵図衝立』との 相違点とい うことがで きる。

これが画風の 相違によるものか、現実に創設時より広葉樹が増えた

の か につ い て はなお検討の 必要がある。いずれ にしても、この 頃ま

で は 渉成園はよく手入 れ の 行き届い たマ ツ主体の 庭 園であっ たこ

とは間愚 ・ない。また 、この 頃から「枳殻邸」の俗称で親しまれるよう

になっ た 由縁となるカラタチの 生垣 が、築地塀の 外を 二重 に取り巻

く様子も克明に描か れ て い る。

  『渉成園 記』文政 10（1827）年

ところが江戸後期に入 り、頼山陽の 『渉成園謌 をみると「而縮遠之

亭昔嘗見東山諸峰所以得名而今則園中樹 木蓊鬱而 巳」あるい は

「築亭園中央b 望見東出頂。於今二 百年。唯見園樹影。残山興乗水。

何必綿遠景 、 」とあり、北側の 島の 頂に位置する茶席「縮遠亭」か ら

創設当初は名の 通 り東山三十六峰が一望の もとであ っ たの に、この

頃まで にはすで に樹木が繁茂して眺望を遮っ a 、たことがわか る。

この 間に、面積が広 い た め 庭の 手入れも思うに まか せ ず樹木が伸

び放 題となり、雑 木や雑 草の 繁茂の 著しい 時期 があっ たことが伺え

る。その 時期に樹林化した外周部分は二 度と本来の マ ツを主体とし

た 景色に戻ることはなか っ たと推測され る。

さらに同じく『渉成園記』の なかに臥龍堂につ い て 「神力制大龍、

臥之池水中。千歳化厳石。髯角翠森々 。其舌為洪鐘。時々 猶嗣 吟」

とい う表現があり当時の 南大 島の 様子を伺うことがで きる。
「森々 jと

い う表現であらわされ、龍の 髯になぞ らえられるほどの 大きな樹木

が緑濃く成育しη ・たことか らも、当時す で に松島の 面影は 失われ

て お り、より現在の 姿に近い 状 態になっ てい たことがわ かる。

  明治期

　幕末の 混乱期に二度の 大火を経て、ようやく明治に入ると、東本

願寺本山が今 日の 姿に再建されるとともに、渉成園も復興しほぼ現

在の 姿となっ た。この 時期、庭園にとっ て 少なか らぬ影響を与えた

図
一2 都名所図絵
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の は 、池の 水源がそれ まで の 高瀬川か ら琵琶湖疏水に変わっ たこ

とで ある。これは、本願 寺の 防火用水計画の
一
環で あり、明治 に入

っ て整備された琵琶湖から京都への運河（疏水）に取水口を設 け 、

専用の 鉄管で 市中を横断して 導水した。この 時期、庭園の 北西部

分の 臨池殿のあたりを改修して新たに適翠軒・臨池亭が整備され た

のも、水源の変更に伴い 疏水の 水を新たに滴翠軒横の 滝から池に

落とすかたちに改修する必要があっ たた めとみ られる。 これ により

滴翠・臨池の 両亭が張り出す 小さな池か ら流れ出す水が新設の鑓

水を流れくだり、傍花閣の 横で印月池に注ぎ込 む現在の 形が完 成

した 。

一
方 、 印月池の 北東に注ぎ込ん で い た高瀬川からの 水源は

廃止された。この ことは池水の 循環を大きく変え、今 日に至るまで 水

質などに 少 なか らぬ 影響 を与えて い る。

  大正〜昭和 期

大正時代には、敷地東側の 河原町通 りの 拡幅が行われたが 幸い

渉成園の 敷地 には影響がなかっ た。

昭 和に入 っ てからは、当社の 聞き伝えるところによると、昭和20年

頃の 門主（前々 代〉が庭好きで、出入 りの 植木屋、稲垣 小兵衛達 を

使っ て渉成園の 手入 れを怠らなかっ たとの こと。稲垣は戦 前を通 し

て 管理を任されきっ ちりと仕事をしa ・たらしい。昭和 28 年に は、

火災があ り一部の 建築物 が焼 けたが間もなく復興した。

戦後は庭園の 管理が東本願寺の 職員ひ とりに任され る時期が長く

続き、時折業者が応援 に出向くかたちとなっ た。しかし、こ のような

体制で広 大な面積を有する庭園を管理 することは至11底お ぼっ か ず、

この 時期の 渉成園は 「むじゃ む じゃ 」の状態で あっ た。村岡も、樹木

が伸び放題となり雑木・雑草の 繁茂の 著しい 時期に つ い て述 べ て

い る。昭和 42 年に、ようやく業者による年間管理体制に移行し、こ

の 時か ら植彌 加藤造園株式会社による管理 が始まり今 日まで 継続

して きた。

戦後の 渉成園で特筆すべ きは、昭和 50年〜53 年 にか けて 文化

庁の 補助により保存修理、環境整備事業が行われたことで ある。そ

れまで に池底の粘土の 老朽化にともなう漏水が著しくなり、昭和 40

年代から徐 々 に水 が 溜まらなくなっ て 、つ い には干上 がっ て しまっ

た 。 そこで庭園文化研究所の 設 計監理の もと池全 体の 浚 渫、深 草

産粘土の 打ち直し、護岸石組の修復、乱杭の 取替、不 要樹の伐木、

庭木の 整枝剪定、中島の 塔の 据え直し、藤棚復元 などが行わ れ

た。

（tv）渉成園に関す る庭園 史研究

　庭園 につ い ては
一
般的 にも直接 その 変遷に触れた 史料は少な

い もの で あるが、渉成園も昭和に入っ て複数の庭園研究者による

古 絵 図の 発 見 があるまで は 、長らく『都名所図会』など部分が大幅

にデフォル メされた我国独特の 画 法に よる風景図か ら様子 を窺い

知 るしか方法 がなく正確なことは容易に知れなかっ た。渉成園の 見

聞記 はい くつ か あり、なか でも文政 10（1827）年に編まれ た漢文調

の 頼山陽の 『渉成園記 』が最も世に知 られ今 日に至るまで 渉成園論

の 準拠となっ て きた。視覚史料として は『都名所図会』（1780年刊）、

『都林泉名所図会』（1799年刊）、丸山応瑞の 『六 条枳殻苑写図』、

岸連 山の 『渉成 園全 景図』などが知られて きた。

　その 後、昭和に入 っ て庭 園史研究が盛り上がりをみ せ 、重森三

玲、森蘊、棡 正 とい っ ア誕 臨 が渉成園の 考証にも大きく貢

32

献しtc。特に、昭和 27年に『渉成園wwaj 、 翌 28年に『枳殻

邸 安政度総図』と絵図類の 発見力湘 次い だことにより、庭園全体な

らび に頼山陽の 「渉成園十三景」などの 各部分の 位置の 同定が可

能となり、具体的な形状を比較検討で きるようになっ た意味は大き

い 。また、この 時期、庭園の実測も盛ん に行われるようになっ た。戦

前には京都大学農学部造園学研究室が 300分の 1の実測図（平面

図）を作成し、昭和 28年に木棡 の 監修の もと同研 究室学生 による改

訂版測乍成され た。最新の 実測は昭和 47〜48年にかけて重森三

玲・完途の監 修に より行 われ、ここ には樹木につ い て も樹種や 位置、

樹幹の 大 きさが克明 に記 され てい る。この ような実測図が後世の 庭

園管理者 にとっ て 大い に役立 っ もの であることはい うまで もない。

（2）管理方針の 決定

以上の ように各種資料を検討して みると、宣如上人 ならびに石川

丈山が創設当初抱い たで あろう庭園像 が、今 日の 渉成園に約 350

年間変わることなく受け継がれて きたことが わか る。しか し、その
一

方で マ ツを主とした初期の 景観が樹木の 生育繁茂によりある時点

で失われ て しまっ たこともまた惜しまれる。さらに現状の 景観は、昭

和 50年 代 に行われ た保 存修理 環 境整備事業により呈示された延

長線上にあり、現代の 庭園を取り巻く状況の なか で 十分な妥当性を

有することはい うまでもない。しか し現状の 庭園には 30年間管理に

携わ っ てなお拭い 去れない
一時期の 荒廃の 名残が依然感じられる

の もまた事実で あり、今 後 さらに継続して まとまりの ある景観を求

めて 管理 にあたる必 要がある。さらに史料を十分 に検討した 上で 復

元が妥 当であると考えられるもの は積極的に提案してゆくことも大

切で あると考える。
一
方で周囲の マ ン シ ョン などが軒並み 高層化し

て ゆ き景観 が破壊されて ゆく昨今、必 要な対策も講じる必要があ

る。

　この ような考え方に基づき庭園各所の 管理 方針を立て 、これ にそ

の 年 々 の 気象条件などを考慮の うえ作業内容を決定してきた。 以

下 に い くつ か の 例 を示 す。

  カラタチ の 生垣の 復元

カラタチは 「枳殻邸」の 名の 起源 であり、江戸時代中期以降の ある

時期に 築地塀の 外側を二 重に取り巻く形で設 けられてい た生垣 に

使わ れa ・た。『都名所図会』に詳 しい 。今 日で は、南門の 周辺に

わず か に残るばか りで 昔 日の 面影 はない。『都名所図会』の ように

外周をぐるりと取り巻くには敷地に余裕がない た め 、敷地内の 高石

垣 に 沿っ て往時の 姿を復元 する方法を模索中で ある。

  外周樹林の 管理

　 こ こは元 来、池と築地 塀 にはさまれ る土手にマ ツ が入念に手入

れ を施され景色 を形 づ くっ てい た場所で あるが、江戸後期に はす

で に鬱蒼とした樹林と化してい た 。 復元の 本筋として は雑木を伐採

して東 山の 借景を取り戻 す ことも考えられるが、今 日で は河原 町通

り東側の建 築物が軒並み高層化して 景観 破壊の 被害が著しい の で 、

む しろ障壁として の 樹林は必要不可欠とす らい える。幸い 、呂風 亭

の 大 座敷 からの 東山頂上の 目1幽 ま今 の ところ守られて い るため、こ

の 部 分の 樹木の 高さを低 く抑 えるこ とを除い て は、外周 樹林はむし

ろで き得 る限り高くすることとす る。

  松の 島の 復元

　現在 「松の 島」に マ ツは ない が、『渉成 園古絵図 衝立』で は 美 しい
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一
本の 松が小島に生育しa ・る様子が描かれてい る。名前の 由来

で あるマ ツ の 植栽を提案中で ある。

ることが本筋と思われる。ところが頼山陽が 「渉成園十 三 景」にうたう

南大島 （臥龍堂）の 姿にむ しろ今 日の 状態が近い の で あれば、松

島の 復元はこの 「渉成園十三景」の 趣を破壊することになりか ねな

い。また、大木を取り除くことにより外部の 高層マ ン ション が丸見 え

になる恐れ もある。この ように長い 時を越えて観賞され守り抜か れ

てきた文化財庭園は、保全 および復元にあたり時計の 針をい つ の

時点にあわせ るかで 目標とする景観像が大きく異なっ てくることが

わか る。当面は現状維持としてい る。

　今後ともより美 しく、訪れる人に愛され る渉成園を後世に伝えるべ

く努力をしたい
。

写真
一1 松の 島現況

  獅子 孔 の 復 元

明治期の 水源の 変更にともない 高瀬川か らの 水の 落し口 が廃止

され た。 廃止された 2 ヶ所の落し口の うちの ひとつ が「獅子孔 」であ

る。これは暗渠を通っ てきた水が石組 の 真中の 穴か ら湧き出しゆる

や か に流 れを下っ て 池に注くも の で 、庭園 内の 見 どころの ひとつ

で ある。これ をポ ン プア ップ により復元することを提案してい る

（190L／分）。水源の 変更により池の 水循環が悪 くなり印月池の 東

半分の 水質が悪化 しやすくなっ a ・
ることに 対しても、水質浄化 の

効果が期待で きる。この 目的の ためには回棹楼東側 にもう一基ポン

プ を設置することが 望ましい （230L／分）。
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3．おわりに

以上 報告してきた通り、約 30 年間の 管理業務をを経てなお渉成

園の 景観の 保全お よ び 復 元 の 試 み は これか らの 感が強い。

もちろん 庭園 に完成は ありえない で あ ろう。

　ところで南大島の 樹木の 管理 につ い てであるが、ここも倉厰塒か

ら江 戸 時代中期までは松 島で あっ たの で 、やはり松島として復元す
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